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河川整備計画変更の経緯と今後の進め方河川整備計画変更の経緯と今後の進め方1 1

沙流川水系河川整備基本方針の変更平成17年11月

台風10号豪雨災害発生
整備計画目標流量（4,300m3/秒）を上回る約6,100m3/秒の洪水ピーク流量が発生

(※流量は洪水調節施設がない場合の流量)

平成15年8月

沙流川水系河川整備基本方針策定

沙流川水系河川整備計画策定

平成11年12月

平成14年7月

沙流川水系河川整備計画の変更
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沙流川水系河川整備計画
【変更】（原案）



河川整備計画河川整備計画変更の概要変更の概要2 2

河川整備計画の目標流量（4,300m3/秒）を上回る6,100m3/秒の洪水ピーク流量が発生

ほぼ全川で計画高水位を超えており、堤防からの漏水も発生するなど、甚大な被害が
発生してもおかしくない状況

現行の河川整備計画では、平成15年台風10号洪水に対応することができない。

目標流量を4,300m3/秒から6,100m3/秒に変更する。

現行の河川整備計画の基本的な考え方を踏襲する。（二風谷ダムと平取ダムにより最
大限洪水調節し、それでも不足する洪水流量を河道で対応する。）

両ダムの洪水調節効果を最大限活用する。

その上で河道掘削の区間、断面を拡大する。

契機

対応

具体策



平成平成1515年台風年台風1010号洪水時の降雨量号洪水時の降雨量3 3

台風10号豪雨災害
被害状況
(平取・門別町）

死者・行方不明 3人
家屋全壊 　 10棟
家屋半壊 　 6棟
床上浸水 　 79棟
床下浸水　 172棟
農地被害　1,161ｈａ
【Ｈ14・15　災害記録】北海道より



沙流川における洪水時の降雨量と流量の経年変化沙流川における洪水時の降雨量と流量の経年変化4 4

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

S
3
7

S
3
8

S
3
9

S
4
0

S
4
1

S
4
2

S
4
3

S
4
4

S
4
5

S
4
6

S
4
7

S
4
8

S
4
9

S
5
0

S
5
1

S
5
2

S
5
3

S
5
4

S
5
5

S
5
6

S
5
7

S
5
8

S
5
9

S
6
0

S
6
1

S
6
2

S
6
3

H
0
1

H
0
2

H
0
3

H
0
4

H
0
5

H
0
6

H
0
7

H
0
8

H
0
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

流
量

(m
3
/s)

二風谷ダムが無ければ6,100ｍ
3
/秒

現行の河川整備計画の目標流量4,300m3/秒)

約6,100

約5,200

■年最大流域平均雨量（平取基準地点）■

■年最大流量（平取基準地点）■
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沙流川橋

富川観測所
最大流量：5,277ｍ3/ｓ

沙流川橋梁 新平取橋

平取橋

平取観測所
最大流量：5,238ｍ3/ｓ

荷菜大橋

紫雲古津大橋
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堤防の高さ

計画高水位

出水時の最高水位
（二風谷ダムで洪水調節後の水位）

最深河床

5 平成平成1515年台風年台風1010号洪水時の水位の状況号洪水時の水位の状況 5

■水位縦断図■
　

ほぼ全川で計画高水位を超えており、堤防は極めて危険な状態でした。

5



平成平成1515年台風年台風1010号洪水時の堤防の状況号洪水時の堤防の状況

紫雲古津地先（河口から約9ｋｍ）
の河岸侵食 侵食防止の護岸を施工

漏水が確認されるなど、堤防は極めて危険な状態でした。

6 6

漏水による破堤のメカニズム

■富川地先（河口から約6ｋｍ）の漏水箇所■

漏
水
箇
所

漏水箇所堤 防

空洞・ゆるみの拡大

のり面のゆるみ・

すべりの発生

堤防の欠壊・氾濫

■漏水による破堤のメカニズム■



6 66 66 6平成平成1515年台風年台風1010号洪水時の被災状況号洪水時の被災状況

各所で河岸侵食・堤防侵食・漏水が発生し危険な状態でした。

7 7



目標流量の変更目標流量の変更8 8

・多くの河川では、目標流量を戦後最大の洪水規模を対
象としている場合が多い。
・現行整備計画では、当時、戦後最大（S37.8洪水）の洪水
規模を目標流量と設定した。

　戦後最大の平成15年台風10号洪水を目標流量とする。
目標流量：平成15年台風10号実績洪水　ピーク流量6,100ｍ3/秒

目標流量の考え方
を踏襲



現行河川整備計画と変更案の比較現行河川整備計画と変更案の比較9 9

■河川整備計画目標流量の変更■

・ダムの洪水調節機能を有効活用
　１，１００ｍ3/秒　⇒　１，６００ｍ3/秒　（平取地点洪水調節量）
　利水等容量を洪水調節容量に振替て、洪水調節容量を確保

・その上で不足分を河道掘削で対応　
　３，２００ｍ3/秒　⇒　４，５００ｍ3/秒

治水の考え方

平　取（基準点）

● 二風谷ダム

太

平 ← 沙流川

洋

額

平

川 平取ダム

４，５００

（１，６００）

３，２００

（１，１００）

河道への配
分流量

（洪水調節量）

６，１００４，３００目標流量

変更案現行河川
整備計画

平取基準地点　　　　　（ｍ3/秒）

目標流量を平成15年台風10号洪水に鑑み変更　
４，３００ｍ3/秒　⇒　６，１００ｍ3/秒



河道掘削方法河道掘削方法10 10

現況　イメージ図

整備後　イメージ図

掘削箇所

・ダムの洪水調節容量を最大限活用した
上で不足する洪水量を河道掘削で対応
・河道掘削の実施にあたっては、シシャ
モ等動植物の生息環境の保全に配慮す
る現計画の考え方を踏襲



二風谷ダム紫雲古津大橋 荷菜大橋 平取観測所

新平取大橋

平取橋

沙流川橋梁

富川観測所

沙流川橋
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整備計画目標流量

河道への配分流量

現況河道の流下能力(堤防整備後)

現況河道の流下能力(現況)

■沙流川流下能力図■

ダムによる洪水調節と河道掘削などの治水対策により目標流量を安全に流すことができる。

距離標(ＫＰ)

流下能力(ｍ３／秒)

二風谷ダム＋平取
ダム(新設)による洪
水調節

河道掘削

堤防の整備

河川整備計画の治水効果河川整備計画の治水効果11 11



平成15年台風10号洪水の緊急対応は平成17年度までに完了
　門別・平取・日高町がハザードマップを公表（Ｈ16.3、Ｈ16.7、H16.8）
　二風谷ダムより下流の光ファイバーは一連区間整備完了（Ｈ16年度）
　樋門の遠隔操作化は8樋門完了（Ｈ17年度まで）
　老朽化の著しい6樋門の改築整備完了（H17年度まで）
　護岸は実施済み。（H17年度まで）堤防の質的整備は実施中
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       護岸（H15洪水災害復旧等） 

補1 現行河川整備計画策定後の事業実施状況現行河川整備計画策定後の事業実施状況.1.1 1212

平取町ハザードマップ（平取町　防災ガイドマップより）
アドレス：http://www2.town.biratori.hokkaido.jp/biratori/map/zentaimap.htm



補1 現行河川整備計画策定後の事業実施状況現行河川整備計画策定後の事業実施状況.2.2 1313

平成15年台風10号洪水時に二風谷ダムで捕捉した約6万m3の流木は、
パルプ材や土壌改良材、また地元の方々の協力により流木ベンチの
製作や希望者への無料配布を行う等、有効活用。

流木撤去状況

流木撤去状況



現行河川整備計画策定後の事業実施状況現行河川整備計画策定後の事業実施状況.3.3 1414

アイヌ文化環境保全対策調査委員会　（平成１５年５月～）

平取ダム環境調査検討委員会　（平成１５年４月～）

目的：ダム建設予定地周辺における、アイヌの文化的所産に　　　
与える影響について、調査及び評価と対策案の提示を　　　目的と
して、これまで１４回の委員会を開催。

目的：昭和57年に沙流川総合開発事業の環境影響評価を　　

　 完了しているが、最新の知見に基づいた補足調査　　　 を実
施中。これまで６回の委員会を開催

目的：平取ダム建設予定地周辺では、文化財保護法に基　　
　づき、北海道と協議し埋蔵文化財の試掘調査を実　　　施
中。調査を必要とする区域：１３箇所）

埋蔵文化財試掘調査　（平成１４年～）


